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終
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細
く
な
り
て
も
美
味
し
冬
至
南
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若
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と
は
素
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ら
し
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も
の
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木
立

冬
の
海
朽
ち
た
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店
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か
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う
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辿
る
冬
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夫
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の
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守
口
ふ
さ
ぐ
か
に
北
塞
ぐ

ど
の
道
も
一
時
停
止
や
十
二
月

 

馬
場　

八
智

大
根
を
台
車
に
積
み
て
運
ぶ
道
コ
ス
モ
ス
群
れ
ゐ
て
心
な
ご
む
も

 

目
黒　

富
子

年
毎
に
忘
れ
多
し
と
言
ふ
わ
れ
に
大
人
の
証
と
友
は
明
る
し

 

新
国
由
紀
子

オ
レ
ン
ジ
の
風
船
透
か
し
外
を
見
る
孫
は
夕
焼
け
み
た
い
と
は
し
ゃ
ぐ
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谷
登
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子

紅
葉
も
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り
て
秋
遠
な
り
し
か
と
思
ひ
し
今
朝
は
初
雪
の
降
る

 

渡
部
ゆ
き
子

病
院
の
静
も
る
深
夜
に
看
護
師
の
廊
下
見
廻
る
靴
音
響
く

 
渡
部
ヨ
リ
子

取
り
残
す
黄
色
や
緑
の
白
菜
は
花
の
ご
と
く
に
冬
畑
に
映
ゆ

 

新
国　

洋
子

認
知
症
の
人
多
き
苑
の
介
護
士
ら
幼
に
物
言
ふ
ご
と
く
に
や
さ
し
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